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試料瓶

メス試験管

固相トレー



Step. 1  精製・保持 Step. 3  連結精製Step. 2  乾燥
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� 濃縮効果
� 転溶効果
� 精製効果
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Step. 3-3Step. 3-2
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� フラクション機能

� 固相連結機能
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Step. 1  精製

Step. 2  溶出
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各固相に合わせた混液溶媒
を使⽤することで更に精製
効果を高める。
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❑ プルダウンメニューからコマンドを選択
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作成したメソッドを読込。 適切なサンプル名（コメント）を⼊⼒。

必要な固相カートリッジおよび溶媒を⾃動表
示

★異なるメソッドの連続運転が可能。
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・メソッド
・シーケンス
・ログ

❑ ロット番号⼊⼒画⾯ ❑ 各種ログ＆印刷機能
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❑ ⾷品中残留農薬分析
❑ 畜産物中残留農薬分析
❑ 加⼯⾷品中残留農薬分析
❑ 動物用医薬品分析
❑ ⾷品成分分析
❑ 環境分析
❑ 水中農薬分析
❑ 多環芳香族分析
❑ 製薬・医薬・医療分析
❑ 一般化学分析
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□ コンディショニングから精製まで全⾃動
□ 溶媒の加圧方式により精製効果の向上
□ 洗浄器具は試験管のみ
□ 人的作業ミスがない
□ 使⽤溶媒の少量化
□ ランニングコストの低減
□ ⾃動化による人的作業時間の有効活⽤
□ 熟練度による個人差が出ない
□ 動作記録

複雑な固相抽出手順を全自動で
スピーディーに制御・処理します。
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❑ 前処理技術の管理
・教育、訓練、引き継ぎの効率化
・前処理技術の流出防⽌

❑ メソッド開発
・確実な再現
・メソッドの記録、保存
・スピーディーな開発

❑ ルーチン分析
・時間の有効活用

❑ バリデーション
・良好な再現性
・人的要因の低減
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❑ 不確かさの項目（固相抽出において）
・試料の分取
・固相のコンディショニング
・通液速度
・使⽤する溶媒量
・溶媒の転溶
・溶媒溶出時間
・乾燥時間
・使⽤する器具
・器具を扱うスキル etc…

分析結果の信頼性の量的指標になり得る概念が、『不確かさ』

自動化では、
これらの「不確かさ」
を一定にできる！

⾃動前処理装置
ST-L300



自動前処理装置
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❑ 前処理メソッドの共有化

❑ 前処理メソッドの⼀元管理と統⼀

❑ ネットワークを活かし、メソッド
を取り込むことで、他機関と同じ
前処理を正確に⾃動的に⾏うこと
ができる。
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